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・
す
蔦
す
「
―
=='一
==―
=丁
TT=‐
                     

■
す
丁
==~==す

・

領
牧
済
通
知
書
(正
本
)

領
収
済
通
知
書
(冨
1本
)
月
分
1領
収
証
書

´
111:1ぃ

_´

ヽ埼　　中Ｒ総　　（く中）騨

押』讐機偽

Ш園翻　　回¶【駅崎せＲ縫聾中Ｒ総　（く中）騨　ぐ　蝶　騒　虚、

製卜で〇〇

回理Ｃ　　ｍ¶【Ｒ嘘せＲ晨選

す Ｆ
ＩドーＩＦ・―

暑甍 聡 公
趾
諏
県

瑶
大
字

群
大
字

郡市
触師臨項
)普
通
椀
|(日
)税

告金
中算
不加

額
|||||

督手
数滞一舛算

計
|||‖

‖

覇
限
1鶏

納
付
す
べ
き
場
所鳥
取
県
何
金
庫

年
月

上
記
の
と
お
り
領
収
し
ま
し
た

局領収日附印

金庫又は郵便

記し
上知

局名
獅置銀閾瑯確

金
局
庫
領
又
収
は
日
郵
附
便
印

(様
式
第
一
号
の
裏
面
)

・
噸
牧
証
の
裏
面
に
印
刷
)

注
  
意

に
)延
滞
金

鉾響盪量楡 暑露曇 撃営
:嘗ξ (0

れ
を
切
り
捨
て
る
)に
つ
い
て
一
日
四

:皐
]]:‡
::言
:i骨君
;]

せ
ん
。

に
)督
促
手
数
料

督
促
状
を
発
せ
ら
れ
た
と
き
は
税
金
及

び
延
滞
金
と
共
に
督
促
手
数
料
十
円
を

納
付
し
な
け
オ lば
な
り
ま
せ
ん
。

13)延
滞
加
算
金

督
促
状
を
発
せ
ら
れ
た
者
が
督
促
状
の
°

指
定
期
限
ま
で
に
税
金
を
納
付
さ
れ
な

い
場
合
税
額
が
百
円
以
上
の
と
き
は
税

金
延
滞
金
及
び
督
促
手
数
料
の
外
に
、

税
額
百
円
(百
円
未
満
の
端
数
は
切
り

捨
て
る
に
つ
い
て
一
日
四
錢
の
割
合
で

i:i[I:3:il:
η 鵞訂 学 ―

県
金
庫
に
納
付
す
る
と
き
は
、
領
収
済
通
知
書
冨
1本
を
除
き
=連
式
と
す
る
。

1局
番
号
Fp



(様
式
第
二
号
の
裏
面
)

(領
牧
証
の
裏
面
に
印
刷
)

中Ｒ総　　（く申）騨　ぐ　咲

的卜等〇〇

野畿、回幽翻ロニ駅崎購Ｒ熙盟

は
)延
滞
金

η 馨糧彙 楡
2纂ぶ 誤言

:言ζ 信
3

孝
il:ili[[]`:量

[言
を
加
算
し
て
紹
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

に
)督
促
手
数
料

慕
躯
驚
基
奮
其
た警
拠
挙豪
籍摯
含
登

納
付
セ ン
な
け
ガ
lば
な
り
ま
せ
ん
。

o)延
滞
加
算
金

―ヨ

片
=一

―
=

い
,

中Ｒ総

呻卜で〇〇
（く申）騨《鰈騒虚、回幽Ｃ皿〓駅崎■Ｒ晏圏卜疇

書
嘲一呻 領

領
収
済
通
知
書
(正
本
)

1県
 
税
~|

領
収
済
通
知
書
(冨
1本
)

番
雪
1聡 公
饉
諏
真

(納
入
)

隻
甲
 幣
 餅
大
字 支金
庫
1塾

氏
名
 
″
 
「

琶
れ
|(日
)税
|

| | | | | |

上
記
の
と
お
り
正
に
領
収
し
ま
し

た

一到到
一圏一鵬
訂
。
||‖

‖
計
||‖

金
局
庫
領
又
収
は
日
郵
附

備
考
県
金
庫
に
納
付
す
る
と
き
は
領
収
済
通
知
書
(冨
1本
)を
除
き
=連
式
と
す
る
。

|:::::::::::::::]:::::|

徴
税
令
書



∞Ю

崎卜博〇〇
(第
二
号
様
式
領
敗
証
裏
面
記
入
事
項
)

注
  
意

“

)課
税
の
根
拠

こ
の
県
税
は
地
方
税
法
第
 
条
鳥
取
県

税
条
例
第
 
条
に
よ
つ
て
課
税
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。

0 
違
法
又
は
錯
誤
に
係
る
賦
課
済
の

救
済
こ
の
県
椀
の
賦
課
に
つ
い
て
違
法
又
は

錯
誤
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て

は
こ
の
徴
税
令
書
を
受
け
た
日
か
ら

(納
期
を
分
け
た
場
合
に
お
い
て
は
第

百
蟹
呂 窟変嚢
菌
彗雷
客肇装
ヒ電妄

書
に
徴
税
令
書
の
写
と
証
拠
書
類
を
添

え
て
県
税
事
務
所
長
を
経
由
し
て
知
事

に
異
談
の
申
立
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

13)納
期
限
ま
で
に
納
付
し
な
か
つ
た

場
合
の
延
滞
金

こ
の
徴
税
令
書
に
定
め
た
納
期
限
ま
で

娠
曇
警
庄 彎
領
瑳 生
瞥昌揉
倉彗
客 電

納
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
の
日
ま
で
の

日
数
に
応
じ
て
計
算
し
た
延
滞
金
を
同
う

時
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

(°し言
保
崎
冤傷
署 習彊
薦
鶏 賢盤
付

こ
の
統
金
が
納
期
限
ま
で
に
納
付
せ
ら

れ
な
い
た
め
に
督
促
状
を
受
け
ら
れ
た

納
税
者
が
督
促
状
の
指
定
期
限
ま
‐
(｀
に

麓 製
オ斃 軽懇膿
溜皇
旨 ぶ
ど 扁
得 募

日
ま
で
の
日
数
に
応
じ
て
税
額
百
円
に

つ
き
一
日
四
錢
の
書
1合
で
計
算
し
た
延

滞
加
算
金
を
延
滞
金
の
外
に
徴
収
さ
れ

ま
す
。

中Ｒ総　　（く中）騨　ぐ　虫　野．虚、ｍ幽Ｃ　　ｍ二ＲЮせＲ熙撻

〉
 ::_

イ
ォζヽ
´

中Ｒ総　（く中）騨　ぐ咲騒　戯

一卜で〇〇

口幽Ｇ　ロコＲЮ廿Ｒ晨圏　一Ю

へ、

過
誤
納
金
還
付
請
求
書

湯務
袢
毎層
6慾
腎 含
 1 昭和

年

上
記
の
と
お
り
請
求
し
ま
す
。

昭
和
  
年
  
月
  
日
  
・

請
求
者
 
住
所

鳥
取
県
知
事
 
氏

上
記
の
と
お
り
領
収

昭
和
  
年
  
月
  
日

鳥
取
県
出
納
長
 
氏

た

殿　し　　　殿

氏名】　氏名

過
誤
納
金
充
当
通
知
書

=区
分
l慾
騒余
1更
正額
鷹
裂 彗張

充
当
す
る

年
  
度
1期
(月
)層
引
税
  
目

過
誤
納
に
係
る
徴
収
金

の
納
付
(納
入
)年
月
日

充
当
し
た
年
月
日

鳥
取
県
税
条
例
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
上
記
の
と
お
‐り
過
誤
納

金
を
充
当
し
ま
す
。

昭
和
 
年
  
月
  
日

鳥
取
県
知
事
 
氏
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｀ゝ

薇
|_

「
~
|

／・

斌
駆
中
猶
係

�最車邸繁

理
黒
せ
赳
!樫
瘍
漏
恨
く

第
   
号

所
属
鳥
取
県
事
務
吏
員
 
氏
    
名

徴
 
税
 
吏
 
員
 
証
 
回

昭
和
  
年
  
月
  
日
交
付

号

1島
最
県
事
務
吏
員
氏
   
名

検
税
吏
員
証
□

昭
和
 
年
  
月
  
日
交
付

鳥
   
取
   
県

号

所
鳥
最
県
事
務
吏
員
氏
    
名

県
税
滞
納
者
財
産
差
押
証
□

昭
和
  
年
  
月
  
日
交
付

第五号様式第六号様式第七号様式

駅黙
゛↓
ヤ
きと

，
　　便蛛

Ｊ　ζ黒

赳黒Щ理

ぐ諄Ｃ

Ｉ終Ｎ

最
胆Ｒ
れ
９研
Ｊヽ
鷺
ハ曇黒

一
Щ耶盟

鰍最四鷺曇耶

‘　躊

中
|

LE黒

―終

せ
側

|

1皿
糎

卜豚
岬ｍ虚

蝶Щ
最

�欄曇邪

口
椰
p越
峨
椰
哄
0世
Ⅸ
廷
ElllttQ戯
膵
哄

R   
皿

総
    

申
1諄
黒
   
‖
赳
張
く
1          

繁

終
邪
邸
J椰
J叔
戯
麟
蝶
起
期
Щ
国

過
誤
納
金
還
付
通
知
書

氏
名
又
は
名
称
 |

勝
格
叢
1写 正
額
1扁 聾
i

得
猷
紗
む
祭
倉
瞥
収
金
の納

糞
所
製
亀
だ
iり
詮
露
t:琴
yし
ま
す
か
ら
鳥
取
県
稗
条
例
第
十
八

鳥
取
県
知
事
 
氏

納
期
限
変
更
告
知
書

変
更
1内
期
限
1 
昭
和
  
年
  
月

徴名
別氏
特所
は住
叉者

税
者

度　税

年
和
昭

目
ま
で

llill:::i::::::::i::!:

卜
内
期
限
1昭
和
 
年
 
月
 
日

昭
和
年
度税ぽぽ

昭
和

陣
期
限
1昭
和
 
年
 
月
 
日

号
|
卜
内
期
限
1昭
和
 
年
 
月
 
日

額

年
度税

納
付
場
所

|

地
方
椀
法
第
十
六
条
第
一
項
第

の
と
お
り
納
期
限
を
変
更
す
る

昭
和
  
年
   
月
   
日

鳥
取
県
知
事
 
氏

号
に
該
当
す
る
か
ら
上
記



納
税
管
理
人
申
告
書

銀０　中Ｒ総　（く中）騨　ぐ虫野砒

Ｑ卜一〇〇

昭
和
 
年
月
 
日

鳥
取
県
知
事

氏
 
名
殿

加いてク ま同欄′を省略することができる

透
募
品
は

|

税
に
係
る
納
税
に
関
す
る
一
切
の
事
項
を
処
理
さ
せ
る
た

め
下
記
の
者
を
納
税
管
F_3人
に
定
め
ま
し
た
か
ら
鳥
取
県
税
条
例
第

二
十
一
条
の
規
定
に
よ
つ
て
申
告
し
ま
す
。

上
記
の
納
税
管
理
人
を
承
認
し
ま
し
た
。

昭
和
 
年

目　氏

月

回幽期　回¶口ЩЮ購Ｒ熙理
本
状
の
到
着
前
に
既
に
納
付
済
の
場
合
は
行
き
違
い
で
す
か
ら

御
諌
承
下
さ
い

‐ 」

一　ｔ

ェヽ
_

r

中ｏＮ総　（く中）騨　ぐ　蝶　野　紗、　ｍ図Ｃ　饉コ駅哺せＲ黒諄　∞ｏ

一∞一〇〇

条
の
規
定
に
よ
る
額

督
促
手
数
料

|

上
記
の
金
額
は
昭
和
  
年

に
納
付
(納
入
)せ
ら
れ
た
い
。

昭
和
  
年
  
月
  
日

日
限
り
鳥
取
県
金
庫

鳥
取
県
知
事
 
氏

響架
候 含
藉墓墨蹟
=墓

百
黒
冒纏
ム
2臭
綱
循
雪響 暑栽

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

法
人

通
知
書

分
 1 
課
税
標
準
額
 1税
額
等
1摘
 
要

更
平
(決
定
)額
1   

円
1  
円

既
申
告
(更
正
、決
定
)額
|       |

差
夢
1不
足
税
額
L二
才
―
― ―
―
~―
~1

少
申
告
加
算
金

″
″
´
´
″
´
″
″
´
´
″
″
″
´
´
´
´
ン
´
´
´

不
申
告
加
算
金

|

正定
更決
税金
業算
事加

|‐

η竃露 零署与 ふ
8籍幕 霰暴摯 粂易馨 董年書響 重虐霜早 鳥骨

し
て
~Fさ
い
o

な
お
、
不
足
統
額
に
つ
い
て
は
昭
和
  
年
  
月
  
日
か
ら
納

付
の
日
ま
で
の
期
間
に
応
じ
て
税
額
百
円
(百
円
未
満
切
り
捨
て
る
)

に
つ
き
一
日
四
錢
の
割
合
で
計
算
し
た
延
滞
金
額
を
加
算
し
て
納
付

し
て
下
さ
い
。

昭
和
  
年
  
月
  
日

鳥
取
県
知
事
 
氏
      

名
 
□

法
人
税
害
]等
の
更
正
(決
定
)通
知
書

|ト

皇
邸
III事
業
年
度
分
1法
本
名

|

第

者名
表
代氏

区
人
 
税
 
割

1角

等
割
額

額

正
(決
走
)額
1  

円
|

既
申
告
(更
正
、決
定
)額

|

差
引
不
足
額
1才
才
才
才
イ
オ
才

|

地
方
統
法
第
五
十
五
条
の
規
定
に
よ
つ
て
上
記
の
と
お
り
更
正
(決

定
〕
し
た
の
で
鳥
取
県
税
条
bl」
第
四
十
三
条
の
規
定
に
よ
つ
て
通
知

し
ま
す
か
ら
昭
和
  
年
  
月
  
日
ま
で
に
必
ず
納
付
し
て
下

さ
い
。

な
お
、
不
足
税
額
に
つ
い
て
は
昭
和
 
年
  
月
  
日
か
ら
納

付
の
日
ま
で
の
期
間
に
応
じ
て
不
足
税
額
百
円
(百
円
未
満
切
り
捨

て
る
)に
つ
き
一
日
四
錢
の
書
」合
で
計
算
し
た
延
滞
金
額
を
加
算
し

て
納
付
し
て
下
さ
い
。                /

昭
和
ヽ
年
  
月
  
日

鳥
取
県
知
事
 
氏
      

名
回
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ЮＯ

県
た
げ
こ
滑
費
税
の
霧
正
事
告
0の
提
出
の
請
求
書

tf葉
観
霙

利
用
η
特
別
徴
IIA義
務
者
の

1
号一戦

第一脚

第十七号様式

所
在
地

名
 
称

備
考
(1)

(2)

常
設
の
施
設
に
係
る
特
別
徴
収
義
務
者
に
用
い
る
も
の
と

す
る
。
ア
ル
ミ
製
と
し
全
面
を
赤
b文
字
は
白
を
用
い
る
ご

月
分

分

臨　第
娯楽施設利用税特別徴収義務者の証

′島取県囲

備考　０　臨時の施設に係る特別徴収義務者に用

いるものとする。

（

②　紙製とし黒字を用いるｏ

既
申
告
額

増
減
額

|

申
告
(修
正
申
告
)納
付
期
限
1 
昭
和
   
奪
:   
月

上
記
の
と
お
り
地
方
税
法
第
七
十
四
条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
よ
つ

て
申
告
書
(修
正
申
告
書
)の
提
出
を
請
求
し
ま
す
。

昭
和
  
年
.月
  
日

鳥
取
県
知
事
 
氏
      

名
 
回

ヽ

一ミ

総
十
く
中
継
係

入」
Q汁
よ
壼
羅
駅
Q巡
11(Щ
築
[TRS

腎
9V駄
伽
J椰
■
条
●
マ
駅
1ヨ
せ

葉
目
′
|1輿

理区
1く

′
lll劇

戯
腎
虫

や辮
中
壼
1躙
脚
申
押
駅
3Ю
°

熙
震
熟
悪
邸
聰
Q了
ぐ
壼
「
羅
眠
総
J測
羮
Ю
Q壼

「
熙
駅
嚇
悪
郭
総
」
測
網
で
鞄
′RO´
Q測
■
ヾ
°

総
+べ
中
継
係
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